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   令 和 ４ 年 第 ４ 回 市 議 会 定 例 会 一 般 質 問 一 覧 表 

 

  １ 日   時  令和４年１２月７日（水） 午前９時３０分 

           令和４年１２月８日（木） 午前９時３０分 

            

  ２ 質 問 者 （質問順） 

 

 新緑水クラブ       ８０分 （１ 早 川 康 司、２ 中 村 義 幸、３ 坂 本 拓 也、４、秋 葉 みどり） 

 市友会          ４０分 （５ 今 瀬 和 弘、６ 工 藤 政 明） 

    公明党          ４０分  （７ 蓑 手 純 一、８ 井 上 純 一） 

    日本共産党議員団     ４０分 （９ 加 藤 典 子、10 坂   ゆかり） 

    青空・維新の会      ２０分 （11 村 瀬 進 治） 

 

  ３ 質問事項、要旨及び項目 
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質  問  者  １ 早 川 康 司 議 員 （新緑水クラブ） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ コロナ禍の物価高

克服に向けた支援に

ついて 

１ 新型コロナウイルス感染症拡大

防止策を講じながらも多くの事業

やイベントが再開され、コロナ禍

からの回復が進んでいる一方で、

市民や事業者等は急速な円安や物

価上昇に見舞われている。物価高

を克服し、地域住民の安心安全、

地域経済の活性化に向けた市民や

事業者支援策等について問う 

 現時点の経済情勢を踏まえた市民生活への影響をどのように捉

えているのか。また、国の総合経済対策によるエネルギー価格対

策、子育て世帯への支援策、消費喚起策等に対する本市としての

考え方はどのようか 

 物価高騰等に伴う市民生活への影響を緩和するため、市民や事

業者支援の取組を中心に、国からの新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金等を積極的に活用し、本市独自の支援策を

講じてはどうか 

 

２ ゼロカーボンシテ

ィ実現への取組につ

いて 

１ 本市は、２０２２年３月１日に

「ゼロカーボンシティ宣言」を表

明し、市民・団体・事業者・行政

が一体となって脱炭素社会の実現

に向けた取組を進めている。２０

５０年温室効果ガス排出実質ゼロ

を実現するための施策について問

う 

 ゼロカーボンシティ宣言の表明以降、脱炭素社会の実現に向け、

どのような取組を行っているのか 

 公共施設の省エネルギー化や再生可能エネルギーの導入を図る

ため、照明のＬＥＤ化の推進、太陽光発電・蓄電池の設備導入等、

温室効果ガス削減に向けた取組について、どのように考えている

か 

 市民や事業者の環境に配慮したライフスタイル、ビジネススタ

イルへの転換を促進するため、省エネルギー対策等に関する情報

提供や各種支援・普及促進策について、どのように考えているか 

 現在、住宅用地球温暖化対策設備導入に対して支援しているが、

電気自動車、プラグインハイブリッド自動車、燃料電池自動車の

購入に対する支援も考えてはどうか 
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３ 拠点避難所の環境

整備について 

１ 災害発生時において短期的また

は長期的に被災者が避難生活を送

る拠点避難所の空調機等の整備状

況等について問う 

 空調機、バリアフリートイレ及び非常用発電機等の整備状況は

どのようであるか 

 空調機が整備されていない拠点避難所における今後の整備方針

をどのように考えているか 

 拠点避難所に設置されたＬＰガスのバルク貯槽や供給設備等の

安全性及び災害時にライフラインが寸断された状況におけるＬＰ

ガスの迅速な追加供給体制はどのようであるか 

 市内のＬＰガスバルク貯槽ユニットを設置している施設の把握

や活用等、平時における利用効率を兼ね備えた拠点避難所の更な

る環境充実に向けた取組も考えてはどうか 

 

４ 今後の下水道整備

事業の推進について 

１ 持続可能な下水道事業を運営し

ていくため、２０１９年度から１

０年間を計画期間として策定され

た東海市下水道事業経営戦略の進

捗状況について問う 

 下水道事業経営戦略において、進捗管理のうち整備については

どのようであるか 

 早期の下水道整備が求められている名和北部地域において、こ

こ数年の下水道整備の状況と課題及び今後の整備計画はどのよう

であるか 

 今後も下水道事業を推進するにあたり、経費削減に向けた取組

状況及び課題はどのようであるか 
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５ 効果的な情報発信

に向けた取組につい

て 

１ アナログ、デジタルを問わず、

情報発信に利用する各媒体の特性

や先進的な取組等を活用し、本市

の情報や魅力をより一層効果的に

市内外に向けて発信する取組につ

いて問う 

 現在の市内外への情報発信の課題をどのように捉え、解決に向

けた取組はどのようか 

 社会を取り巻く環境の変化や情報発信にかかる環境の変化等を

踏まえ、２０２３年４月予定のホームページリニューアルでは、

どのような改善策を講じるのか 

 現在のホームページにおける「情報の探しにくさ」や「他媒体

との連携の不十分さ」を改善し、利用者に伝わる、わかりやすい

情報提供が求められているが、どのような改善策が講じられるか 

 市内外に向けて積極的に情報を発信していくことは、情報の発

信と公開を推進するとともに、シビックプライドの醸成や本市の

ブランド化につながると考えるが、どのような戦略で情報発信し

ていくのか 

 ＳＮＳの導入を検討しているとのことだが、ＳＮＳに期待する

効果や活用方法はどのようか。また、各媒体の特性を効果的に活

用するため、広報戦略に基づいた効果的・効率的な情報発信体制

を構築してはどうか 
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質  問  者  ２ 中 村 義 幸 議 員 （新緑水クラブ） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ 第７次総合計画の

策定について 

 

  

１ 第６次総合計画が令和５年度で

終わり新たな第７次総合計画を策

定する。第６次総合計画の分析と

第７次総合計画の考え方について

問う 

 令和２年、令和３年と２年連続人口が減った原因と人口を増や

す施策をどのように考えているのか 

 第７次総合計画策定に向けた市民意識調査の結果で、重要度の

高い施策として「空気がきれいで住みやすい環境を保全する」、

「医療が身近なところで安心して受けられる環境をつくる」があ

るが、第７次総合計画ではどのような位置づけとなるのか 

 

２ 効率的で健全な行

財政について 

 

１ 本市は堅調な市税収入に支えら

れ財政力指数は良好であるが、経

常経費が増加傾向にあり経常収支

比率の数値の悪化が予想される。

公共建築物は１９６０年代から集

中的に整備され老朽化の進行と共

に経年劣化による安全性の低下が

懸念される。また、インフラ施設

についても更新時期が順次やって

くる。このように公共施設等の建

て替え・維持管理や更新に支出で

きる財源には限界があると思う

が、今後の財政運営について問う 

 公債費・扶助費・人件費の義務的経費の見込みについて、今後

どのように推移していくと考えるか 

 学校教育系施設、公営住宅、本庁舎等の建て替え・更新が今後

集中するが、長期的財政計画をどのように考えているか 

 維持管理費の合計額の３年間の推移はどのようか。また、市民

一人当たりの維持管理費はいくらか 

 今後も増える見込みの維持管理費に対してどのように対応する

つもりか 

 民間活力導入の推進方針にあるＰＰＰ、ＰＦＩ、コンセッショ

ン等を今後採用する考えはあるか 
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３ 行政のＤＸ化につ

いて 

  

 

１ ＤＸ（デジタル・トランスフォ

ーメーション）が国を挙げての課

題になる中、地方自治体において

も、デジタル技術を活用すること

で市民の利便性を高め生活の質の

向上を図る施策や業務フローの見

直しで事務処理の効率化を図るシ

ステムの導入が各自治体でも本格

化している。そこで本市のＤＸ化

について問う 

 竣工書類の完全電子納品の実施についての考えはあるか 

 本庁と出先機関との間で電子決裁の導入を考えているか 

 電子契約の導入についてどのように考えているのか 

 専門のデジタル人材を増強するための方策についてどのように

考えているのか 

 

４ 本市の危機管理に

ついて 

 

 

１ 近年、全国各地で豪雨災害が発

生し、ますます地域での対応力が

求められるようになってきてい

る。また、政府の地震調査委員会

では南海トラフ地震は４０年以内

に９０％以上の確率で発生すると

のことである。 

いつ発生するか分からない災害

に備えるため、河川の改修や道路

の整備等ハード面の対策と同時に

災害発生時にいかに安全に避難す

るかというソフト面の対策と訓練

が重要になっている。災害時の物

資搬送等に必要となる車両を、市

民や事業所の協力により、登録し

てもらう制度を創設している自治

体もあると聞くが、本市の危機管

理体制について問う 

 本市に想定される災害は地震・台風・集中豪雨等あるが、どの

程度の被害が発生すると想定しているか 

 住民や帰宅困難者が避難することのできる避難所の数と整備状

況はどのようか 

 災害が発生した際には災害対策本部の設置、避難所開設、物資

の搬送等を行うことになると思うが、市では災害発生に備えてど

のような訓練を行っているか 

 災害時協力車両登録制度を創設する考えはあるのか 

 緊急車両用の燃料の確保対策についてどのように考えているの   

  か 

 防災協定に関する市の組織内の指示系統はどのようになってい

るのか 
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５ 南加木屋駅付近の

大田川護岸崩壊につ

いて 

１ 平成２１年１０月台風１８号

（時間当たり８６ｍｍ）により大

田川流域において床上浸水３７

戸、床下浸水５１戸の浸水被害が

発生した。愛知県においても時間

雨量５０ｍｍ以上の発生回数が増

加傾向にある。また、令和４年７

月１２日、１９日、２６日の豪雨

による南加木屋駅付近の護岸の崩

壊について問う 

 南加木屋駅付近の護岸崩壊のような災害が同時に複数個所で起

こった場合、長期化する復旧工事の職員の体制についてどのよう

に考えているのか 

 河川の計画高水位と堤防高の関係及び線状降水帯による豪雨が

降った時の浸水対策はどのようか 

 名鉄南加木屋駅のホームの設置工事においてどのような占用許

可が出されていたか 

 名古屋鉄道㈱と本市との境界はどのようか。また、管理区分は

どのようか 
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質  問  者  ３ 坂 本 拓 也 議 員 （新緑水クラブ） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ ウイズコロナにお

ける今後の対策につ

いて 

１ 新型コロナウイルス感染症の第

８波として、新たなる変異株を含

めコロナウイルスの再流行が起こ

っているが、ウイズコロナを安心

して市民が生活していくために、

オミクロン株対応ワクチンの接種

及び感染者への丁寧で迅速な対応

が今後も継続して求められると考

える。そこで、感染症拡大防止に

向けたワクチン接種と感染者支援

の考え等について問う 

 重症化を予防するワクチン接種のうち、オミクロン株対応ワク

チンの接種率及び本市におけるコロナワクチン全体の接種率の推

移はどのようか 

 本市における感染拡大を防ぐための取組はどのようか。また、

市が実施する感染者への支援はどのようか 

 

 

２ 新型コロナウイルス感染症予防

のため、高齢者は外出を控えるこ

とで、活動量の低下や人との交流

が減り、フレイル（虚弱）になる

ことが懸念されている。医療費増

大による負担増が、働き世代の若

者に押し寄せないためにも、高齢

者が元気で豊かな老後を送れる健

康寿命の延伸に向けた取組が、重

要課題の一つと考える。そこで、

健康寿命の延伸に向けた高齢者に

対するフレイル予防等の取組につ

いて問う 

 ウイズコロナの状況下、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、外出を控える高齢者もいると考えられるため、高齢者の外出

支援等の対応についての重要性が高まっている。本市におけるフ

レイル予防を含めた高齢者への取組はどのようか 
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３ 子ども達の健やかなる体の育成

と健康づくりに口腔ケアはとても

大事である。歯科保健活動及び歯

科衛生指導に取り組むことは、単

なる虫歯予防だけでなく健康づく

りの貯金という意味からも大変重

要であると考える。そこで、歯科

保健活動及び歯科衛生指導の取組

状況等について問う 

 コロナ禍における知多５市５町の小学校での歯磨き及びフッ化

物洗口の実施状況をどのように把握しているか 

 ウイズコロナでの市内小学校における今後の歯磨き及びフッ化

物洗口の取組を進めるべきと考えるがどうか 

 

 

４ 新型コロナウイルス感染症の流

行により、市内の保育園、小中学

校において始業前の保護者からの

欠席連絡が相次いでいる。本市に

おいて、保育業務支援システム導

入の実証実験を行っているが、こ

のシステムにより、ウイズコロナ

においても円滑かつ簡素に相互情

報交換が可能となる等、保育園を

安心安全に運営するための効率化

が図れると考える。そこで、市内

保育園及び小中学校における保護

者連絡システム導入の考え方につ

いて問う 

 保育業務支援システムに対する保育士及び保護者からの評判は

どのようか 

 保育園及び学校から保護者への連絡等の円滑化のため、デジタ

ル技術を活用し、市内の保育園及び小中学校に保育支援及び保護

者連絡システムを導入する考えはどのようか 
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２ 窓口業務における

市民サービス向上に

ついて 

１ 本市における窓口業務は、手続

の簡素化等を要望する声が大変多

い。また、隣接する他市において

はおくやみ窓口設置を開始してお

り、会議室に座っているだけで各

課の職員がリレー方式で手続きを

済ませていくと、大変評判が良い

と聞いている。そこで、的確な情

報提供とおくやみ相談窓口のワン

ストップ化への取組の考えについ

て問う 

 転入転出等、各種手続きに必要な情報を市民が容易に取得でき

るためのホームページの改善とデジタル化についてどのように考

えているか 

 市民サービス向上につながる、おくやみ相談窓口ワンストップ

化への取組についてどのように考えているか 

 

 

３ 学校施設の環境改

善について 

１ 不慣れな和式トイレを使用する

ことで、特に低学年児童は、健康

面だけでなく学習面や学校生活全

般でストレスを抱えていると聞い

ている。また、音楽教室等の特別

教室にはエアコンが設置されてい

ない。生活環境も大きく変化して

いる昨今、子ども達が安心して学

ぶための時代に即した環境整備は

必要不可欠であると考える。そこ

で、市内小中学校における環境整

備の考えについて問う 

 トイレ環境の更なる改善策についてどのように考えているか 

 特別教室への空調機設置についてどのように考えているか 
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４ 誰一人取り残さな

い教育環境の推進に

ついて 

１ 現在、拠点校区として平洲中学

校区と富木島中学校区に２名のス

クールソーシャルワーカーが日々

児童生徒に接しているが、拠点校

区以外ではやはり目が届きにくい

点を指摘されている。我々は言葉

に出すことが出来ない弱者にこそ

気付き寄り添っていくべきだと考

える。そこで、不登校対策の取組

状況及び、今後の取組の考えにつ

いて問う 

 不登校傾向のある児童生徒への支援はどのようか 

 適応指導教室の今後の取組についてどのように考えているか 

 令和２年度から不登校対策としてスクールソーシャルワーカー

を導入しているが、導入効果はどのようか。また、今後市内６中

学校区へ拡大していくべきと考えるがどうか 

 

５ 機能障がい者に優

しい公共施設整備に

ついて 

１ 愛知県の「人にやさしい街づく

りの推進に関する条例」において、

「大規模な施設には車椅子使用者

が利用しやすいブースを設けると

共にオストメイトのための設備を

設けましょう」と記載してある。

機能障がいを抱えている方が、安

心安全に公共施設を利用していた

だくためにも、今後のオストメイ

ト対応バリアフリートイレの整備

は欠かせないと考える。そこで、

公共施設における、オストメイト

対応トイレの整備状況について問

う 

 本市の公共施設におけるオストメイト対応トイレの設置状況は

どのようか 

 今後の大規模改修や施設建て替えにおけるオストメイト対応バ

リアフリートイレ設置に対する考えはどのようか 
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質  問  者  ４ 秋 葉 みどり 議 員 （新緑水クラブ） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ すべての女性に優

しい環境づくりにつ

いて 

１ 経済的理由で購入できない人も

含め、女性が生理用品を安心して

使うことのできる環境を作ること

は、経済格差やジェンダーギャッ

プをなくす上でも重要な取組であ

る。 

  本市においてすべての女性がい

つでも安心して生活することがで

きるために、学校や公共施設の中

での生理用品の提供についてその

考えを問う 

 災害備蓄用品を循環させる等の方法によって、公共施設のトイ

レに生理用品を配置することで、すべての女性に寄り添うことが

できると考えるがどうか 

 市民が多く利用する市庁舎１階や図書館、芸術劇場等において、

生理用品を無償提供できる機器を設置すべきと考えるがどうか 

 学校において保健室での養護教諭からの手渡しに加え、トイレ

へも生理用品を配置することで、児童生徒が安心して学校生活を

送ることのできる環境づくりができると考える。実験的にどこか

の学校で取り組んでみるべきと考えるがどうか 

 

２ 学校区と通学の安

全の在り方について 

１ 学校区は原則として住所によっ

て決められているが、本市におい

ては長年見直しがされていない。

物理的に近い学校へ通えず、長距

離を徒歩で通学する子どもたちの

存在もある。 

子どもたちが安全に日々楽しく 

通学できるよう、学校区や適切な

通学の在り方について、本市の考

えを問う 

 学校区について、これまで変更の要望等により見直しを検討し

たことはあるか 

 保護者から通学路の変更希望や相談があった場合、どのように

対応しているか 

 通学団で通学することになっている小学校において、午前７時

３０分より前が集合時間となっている通学団の数はどのようか。

また、その場合通学時間はどれ位か 

 物理的に遠い学校へ通う児童の安全と健康を考えて、スクール

バス導入の検討も必要と考えるがどうか 
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３ 避難所におけるペ

ットの受け入れにつ

いて 

１ 近年、各地の被災地で飼い主が

ペットを理由に避難をためらうケ

ースや避難所でのトラブルが問題

となっており、ペットとともに安

心して過ごせる避難所設置を要望

する声は多い。愛知県は令和４年

度「ペット同伴者専用避難所」の

整備に向けた調査も進めている。 

避難所におけるペットの受け入

れについて、本市の考えを問う 

 県が調査を進めている同伴避難に対して、どう考えるか 

 他市町の被災地において発生したペットに関する様々なトラブ

ルを、どう捉えているか 

 本市の避難所において、ペットの取り扱いはどのようか。また、

ルール化はされているか 

 避難所におけるペットの受け入れに対して、市民に向けてどの

ような情報発信や啓発をしているか 

 避難訓練時に、ペット同行避難も行ってみるべきと考えるがど

うか 

 獣医師会やペットフード業者等と連携し、ペットの災害対策を

進めるべきと考えるがどうか 

 

４ 結婚するカップル

の新生活の支援につ

いて 

１ 結婚するカップルが新生活をど

こで始めるかは、その後の生活に

おいても大きな影響を及ぼす。地

価が高騰している本市においては

家賃が高く、やむなく家賃の安い

近隣市町で新生活をスタートさ

せ、そのままそこで定住するカッ

プルも多いと聞く。 

結婚するカップルに寄り添い新

生活のスタートを応援するための

新たな支援事業について、本市の

考えを問う 

 これまで行ってきた結婚応援事業はどのようか。課題となるよ

うなことはあったか。また、それを踏まえ新たに取り組んでいる

ことはあるか 

 本市における３年間の婚姻数の推移はどのようか 

 新生活に対する支援を行うことで、結婚するカップルの新生活

を応援することができ、生活する中で本市の良さをさらに感じて

もらうことができ、その後の定住にも繋がると考える。結婚応援

事業の拡充として、新たな支援事業を行うことを検討すべきと考

えるがどうか 
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５ 循環型社会の実現

に向けた取組につい

て 

１ 本市において資源ごみの回収

は、資源用袋による収集のほか、

自治会等による集団回収及び清掃

センターや市内拠点での分別収集

となっている。名古屋市等ではス

テーションにおいて袋を使用しな

い方法で資源ごみの収集を毎週行

っており、ごみ減量・資源回収に

大きな成果を上げている。 

ゼロカーボンシティ宣言をした

本市において、循環型社会を実現

していくためのリサイクルの推進

に対しての姿勢を問う 

 資源ごみの回収量の過去３年間の推移はどのようか 

 不要となり引き取った資源用袋を、清掃センターと市民窓口課

だけでなく市民館等でも配布することで、資源ごみの回収量を増

やすことができると考えるがどうか 

 ごみ集積場所でのコンテナによる分別収集を行うことによって

リサイクルの推進が図られ、ごみ指定袋の削減にも大きくつなが

ると考える。脱炭素で地球に優しいまちづくりのために、本市に

おいても検討すべきと考えるがどうか 
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質  問  者  ５ 今 瀬 和 弘 議 員 （市友会） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ 学校給食での食物

アレルギー対応につ

いて 

１ 学校給食における現状と食物ア

レルギーのある児童生徒でも安心

して食べることができるユニバー

サル給食の導入について問う 

 食物アレルギーのある児童生徒をどのように把握しているか。

また、現状はどのようか 

 食物アレルギーのある児童生徒への学校給食における配慮はど

のようにされているか。また、自宅よりお弁当を持参している児

童生徒はどのくらいいるか 

 学校給食センターでは、安心安全に給食を提供するため、どの

ような事に注意しているか 

 食物アレルギーのある児童生徒もクラスメイトと一緒の物を食

べられるユニバーサル給食の導入について検討してはどうか 

 

２ 中学校の制服検討

について 

１ これまで４回実施されてきた中

学校制服検討委員会での進捗及び

今後の対応について問う 

 検討委員会の参加者はどのように選定されたのか。また、代表

生徒についてはどのような基準で選定したのか 

 学生服選定事業委託プロポーザルを行った結果、マスターメー

カーとして、名古屋菅公学生服㈱に決定されたが重要視した点は

何か。また、他の業者はどのくらいの参加があったか 

 今後、検討委員会でどのような議論をしていくのか。また、参

加する代表生徒の意見についてどのように反映していくのか 

 

３ ペットと過ごす避

難所の整備について 

１ 災害時に飼い主がペットと同じ

空間で過ごせる「ペット同伴専用

避難所」の整備について問う 

 現在、災害時に被災者が避難生活を送るための避難所は何か所

あるか 

 ペット同行で避難される方への対応はどのようか。また、避難

所運営マニュアル等には記載してあるか 

 過去に、ペット同行避難でのトラブル事例はあるか 

 ペット同伴専用避難所の整備について検討してはどうか 
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４ 通園バス安全装置

の設置について 

１ 市内の保育園･幼稚園等におけ

る通園バス運行に関する職員の対

応と安全装置設置等について問う 

 現在、市内の保育園･幼稚園等における通園バスは何台運行して

いるのか市は把握しているか 

 通園バス乗車、降車時における園児の確認をどのように行って

いるのか市は把握しているか 

 園児が通園バスに取り残された場合を想定して、クラクション

等を鳴らして助けを求める訓練や教育について全国各地で実施さ

れているが本市についてはどうか 

 政府は、令和５年４月より通園バスにおける安全装置の設置を

義務化する方針であり、またＧＰＳ等を活用した園児の所在地を

確認する機器等の導入も促すとしているが、本市の考え方はどう

か  
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質  問  者  ６ 工 藤 政 明 議 員 （市友会） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ 地域の公害防止行

政の円滑な推進につ

いて 

１ 昭和４３年１１月に設置され、

知多北部地域に属する現在の東海

市、知多市、大府市の３市の連携

を密接にし、公害に関する重要項

目の連絡協議を行っている知多北

部公害防止対策連絡協議会につい

て、取組状況と今後の考えを問う 

 協議会の目的達成に向けた活動はどのようなものがあるのか 

 これまでに実施した担当者研修会ではどのような事例研究が行

われたのか 

 今後の協議会の活動はどのようなものが考えられているのか 

 

２ 定点観測を行っている大気汚染

物質のうち、環境基準に適合して

いない光化学オキシダントについ

て、状況と考えを問う 

 光化学オキシダントが及ぼす人体への影響はどのようなものが

考えられるのか 

 大気中の光化学オキシダント濃度が高まった際に発令される光

化学スモッグ予報等の区分及び基準はどのように定められている

のか 

 光化学スモッグ予報等の直近の発令はどのような状況なのか。

また、発令された際の本市の対応はどのように定められているの

か 

 令和４年１０月に知多北部公害防止対策連絡協議会が発行した

知多北部大気汚染の概況によると、環境基準の適合に向けた広域

的で総合的な対策を推進する必要があるとしているが、どのよう

な方策を考えているのか 

 

２ 犯罪を未然に防止

する取組について 

１ 警察や事業者等の関係機関と地

域が連携し、防犯対策を積極的に

展開することにより、犯罪を未然

に防止する取組について、本市の

状況と考えを問う 

 重点罪種を４種に定めている理由をどのように把握しているの

か 

 令和３年に発生した重点罪種以外の刑法犯の内容及び件数をど

のように把握しているのか 

 コミュニティ別の犯罪発生件数の差をどのように捉えているの

か。また、コミュニティの地域特性を反映した防犯対策はどのよ

うな取組が行われているのか 

 市全域の防犯カメラの設置及び防犯灯のＬＥＤ化の効果をどの

ように考えているのか 
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３ 地球温暖化を防止

する取組について 

１ 国や県が進めているカーボンニ

ュートラル実現に向けた先進事例

の調査研究と事業展開について、

本市の状況と考えを問う 

 国が進めている脱炭素先行地域の取組をどのように捉えている

のか 

 県が進めているあいち地球温暖化防止戦略２０３０の取組を加

速するために寄せられたカーボンニュートラル実現に向けた事業

や企画のアイデアをどのように捉えているのか。また、本市への

展開をどのように考えているのか 

 

２ 再生可能エネルギーの更なる普

及及び拡大並びに二酸化炭素排出

量削減の一環となる住宅用太陽光

発電設備の活用について、本市の

状況と考えを問う 

 平成２４年度及び令和元年度から３年間に設置された設備１件

当たりの公称最大出力はどのような推移を示しているのか 

 既に設置している設備の更新及び撤去に係る費用への補助の必

要性をどのように考えているのか 

 住宅用太陽光発電設備等の設置希望者を募り、初期導入費用の

低減を図ることを目的として共同購入に取り組む自治体がある

が、共同購入の利点や欠点をどのように捉えているのか。また、

本市で取り組む必要性をどのように考えているのか 

 

４ 交通事故を未然に

防止する取組につい

て 

１ 省エネルギーや省スペース等の

利点が生かされ、若者を中心に普

及が進んでいる電動キックボード

に関連する交通事故を未然に防止

する取組について、本市の状況と

考えを問う 

 公道を通行する際に必要な装備の周知や交通規則等の安全な利

用に関する市民への啓発はどのように行われているのか 

 安全な利用の啓発と便利なモビリティの実体験を兼ね備えた試

乗会等を開催する自治体があるが、試乗会等を本市で取り組む必

要性をどのように考えているのか 

 

２ 横断歩道上をはじめとする道路

を横断する歩行者の交通事故を未

然に防止する取組について、本市

の状況と考えを問う 

 歩行者優先に関する市民への啓発や周知はどのように行われて

いるのか。また、歩行者優先の定着の度合いをどのように捉えて

いるのか 

 県が推進している「ハンド・アップ運動」に関する市民への啓

発や周知はどのように行われているのか 

 いわゆる「横断者がいることを知らせる表示灯」を設置する利

点や欠点をどのように捉えているのか。また、本市内に設置する

必要性をどのように考えているのか 
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質  問  者  ７ 蓑 手 純 一 議 員 （公明党） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ 帯状疱疹ワクチン

接種の助成について 

１ コロナ禍によるストレスや加齢

及び免疫力の低下によりウイルス

が活性化するといわれている帯状

疱疹の原因は、水ぼうそうと同じ

水痘帯状疱疹ウイルスである。予

防するためにはストレスをためな

いこと、軽い運動の継続やワクチ

ン接種が有効とのことだが、ワク

チン接種が高額なため、接種が難

しい現状である。そのためワクチ

ン接種の助成について問う 

 帯状疱疹ワクチンの効果をどのように考えるか  

 本市においても、帯状疱疹ワクチン接種の助成をする考えはど

のようか 

 

 

２ アピアランスケア

支援について 

１ 医療の進歩により、がん治療を

継続しながら社会生活を送るがん

患者が増加している。手術、抗が

ん剤、放射線の治療により、脱毛

や爪の変化等、患者が抱える大き

なストレスに対してウイッグや胸

部補正具等のアピアランスケアの

充実は自分らしく安心して社会復

帰するために重要であると考え、

その助成制度の導入について問う 

 令和４年度から始まった県の補助制度を活用して、 本市でもア

ピアランスケア支援補助制度を実施すべきと考えるがどうか 
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３ 骨粗しょう症検診

の助成について 

１ 人体の中で特に疲労や老化に気

付きにくいのが骨であり、最近１

０年間で男女とも５０代の大腿骨

骨折が増加している。骨粗しょう

症は高齢者だけの病ではなく４０

歳からの検診が重要である。フレ

イル予防のためにも、４０歳代か

ら骨密度に関する情報を市民に周

知し、骨粗しょう症検診を特定健

康診査の中に入れる考えを問う 

 政府が掲げる健康寿命延伸のために、フレイル予防に向けた取

組として、骨粗しょう症予防教室等、４０歳代からの骨粗しょう

症予防啓発活動の取組はなされているか 

 本市においても、骨粗しょう症検診を特定健康診査に追加して

実施すべきと考えるがどのようか 

 

 

 

４ 乳児用液体ミルク

の備蓄について 

１ 乳児用液体ミルクは、常温で一

定期間保存ができ、粉ミルクのよ

うに調乳する手間がない利点があ

る。避難所では衛生的な水の確保

や煮沸消毒が困難なため、乳児用

液体ミルクを備蓄することは、利

便性に優れ災害時には大変に有効

である。大規模災害に備えて、本

市の乳児用液体ミルクを備蓄する

考えについて問う 

 令和元年に出された内閣府からの事務連絡によると災害時、ラ

イフラインが断絶された場合において水等を使用せずに授乳でき

る乳児用液体ミルクを母子の状況等に応じて活用するとともに、

平時から育児用ミルク及び使い捨て哺乳瓶や消毒剤等の授乳用品

等の母子に必要となる物資の備蓄も進めて頂きたいとあるが、本

市としてどのように認識しているか 

  乳幼児及び妊産婦のみが利用する福祉避難所として指定されて

いる、北部子育て支援センター及び南部子育て支援センターで活

用するために乳児用液体ミルクを備蓄する考えはあるか。また、

賞味期限が近い分を入れ替え補充するローリングストックによ

り、来館者に対し災害への備えの啓発物品として配布することで

公助から自助へとつなげることができると考えるがどうか 

 

５ ひきこもり支援の

推進について 

１ ひきこもり支援センターほっと

プラザが開設して１３年目とな

り、東海市ひきこもり支援事業コ

ンソーシアムと契約をして１年８

か月が経つ。年々増加傾向にある

ひきこもり、不登校、８０５０問

題等、複合的課題に対する今後の

本市のひきこもり支援について問

う 

 コンソーシアムと契約をして１年８か月。ほっとプラザでの支

援メニューが増え、ひきこもり対策の方向付けがされた実績に対

してどのように評価しているか。また、支援メニューのうち相談

支援に対する評価と問題点はあるか 

 第２次東海市地域包括ケア推進計画にある重層的支援体制整備

事業において、複合的課題に対する取組についてほっとプラザと

の関係をどのように考えているのか 

 ひきこもり状態の方へのアウトリーチ支援の本市の現状と今後

の考えはどのようか 
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質  問  者  ８ 井 上 純 一 議 員 （公明党） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ 文化センター跡地

の新施設の整備につ

いて 

１ ウクライナ情勢や円安によりエ

ネルギー・資材等の価格が高騰し

ている中、新施設の整備について、

ソフト事業及びＳＤＧｓの２つの

視点から、本市の考えを問う 

 令和４年度、閉館イベントワークショップが実施されているが、

新施設のソフト事業の展開についてどのように考えているのか 

 新施設のイメージパースを見る限り、太陽光発電設備を設置す

る場所がないように思えるが、設置する考えはあるか 

 再生可能エネルギーの活用には、蓄電設備が有効と考えるが、

設置する考えはあるか 

 新施設の建設において、国産の木材を積極的に利用すべきと考

えるがどうか 

 

２ 指定管理方式よりも専門性が高

く自由な発想を持った民間事業者

に運営権を設定するコンセッショ

ン方式の方が、新施設の管理運営

の基本的な考え方にあった事業運

営が期待できると考え、本市の方

針を問う 

 基本理念の自由なチャレンジと創造の楽しさを実現しようと思

うならば、自由度の高い事業が実施可能なコンセッション方式を

検討すべきと考えるがどうか 

 

２ 保育の質の向上に

ついて 

１ 少子化が本格化し、保育施設や

保育士の余剰が出る時代が目前に

迫り、保育の量から質の時代を迎

えている。そこで、本市の保育の

質の向上への取組について問う 

 本市の過去５年間の年度当初の待機児童数の推移はどのようで

あるか 

 こども家庭庁発足を契機にして、本市も独自の配置基準を設け

て保育の質の向上に取り組むべきと考えるがどうか 
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２ 令和４年１０月に閣議決定した

総合経済対策では、支援が手薄な

低年齢期に焦点を当て、妊娠・出

産時の関連用品購入補助、産前・

産後ケア、一時預かりや家事・育

児支援サービスの利用負担の軽減

を図るため、妊娠届提出時と出生

届提出時に計１０万円相当を支援

することとなっている。そこで、

本市の今後の取組を問う 

 本市の０歳～２歳の未就園児の割合はどのようか 

 本市の幼児一時預かり事業や一時的保育事業の過去５年間の利

用実績はどのようか 

 家事・育児支援サービスや幼児一時預かり事業等の利用料の負

担軽減のため、出生届提出時に５万円相当の利用券の支給も検討

してはどうか 

 

３ 女性デジタル人材

育成について 

１ 令和４年４月に内閣府の男女共

同参画会議において、女性デジタ

ル人材育成プランが決定した。本

プランのポイントは、デジタルス

キル習得支援とデジタル分野への

就労支援の両面の総合的な対策で

ある。そこで、本市のデジタルス

キル習得支援の取組について問う 

 庁舎内の連携を強化して、デジタル人材育成プラットフォーム

「マナビＤＸ」の子育て家庭等への周知・啓発を推進すべきと考

えるがどうか 

 

４ 循環経済促進につ

いて 

１ 蓄電池の主流であるリチウムイ

オン電池は身近にある様々な家電

製品に組み込まれている。しかし、

外部からの強い圧迫や衝撃で発火

の恐れがあり、循環経済促進のた

めには適切な回収が必要である。

そこで、本市の取組について問う 

 プラスチック資源循環促進法に基づく、本市のプラごみの回収

方針はどのようか 

 過去３年間のリチウムイオン電池の回収実績はどのようか 

 本市のリチウムイオン電池の適切な回収に向けての課題はどの

ようか 

 

５ 西知多総合病院の

分娩の延期について 

１ 西知多総合病院は、小児科医が

１名欠員となったために令和４年

度からの分娩が延期となった。約

１年後に新駅開業を控え、市民の

病院への信頼回復は急務である。

そこで、本市の対応について問う 

 令和４年度からの分娩開始に向け、妊婦健診を受診していた人

数を把握しているのか 

 分娩が延期になったことによる本市の一般会計への影響はどの

ようか 

 市民から信頼される公立病院を目指し、市として抜本的な改革

の断行を西知多医療厚生組合に求めるべきと考えるがどうか 
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質  問  者  ９ 加 藤 典 子 議 員 （日本共産党議員団） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ らんらんバスにつ

いて 

１ 現在、本市における主たる公共

交通機関は鉄道及びバスが挙げら

れるが、鉄道駅付近の住民でなけ

れば、日常の移動手段としての公

共交通機関はバスのみとなってお

り、市が運営しているらんらんバ

スの現状の路線及び運行間隔では

非常に不便を生じることが多く、

真に市民が望むバス運行となって

いないと考える。また、世界的な

カーボンニュートラルの取組とし

て、環境に配慮した車両への更新

及び高齢者福祉施策としての外出

支援の取組からも、らんらんバス

の運行における課題は非常に多

く、重大であると考えるため、改

善に向けた本市の考えを問う 

 らんらんバスの路線及びダイヤ改正を含め、市民アンケート結

果により協議を進めると聞いているが、困難に直面している市民

は、速やかな改善を求めており、車両の追加購入による運行間隔

を短縮するダイヤ改正について実施する考えはどうか 

 バスの更新にあたり、国の電動バス導入ガイドラインに沿った

「地域交通グリーン化事業」を活用し、環境に配慮した電動バス

への更新を積極的に行うべきであると考えるがどうか 

 高齢運転者の事故が後を絶たない現状を踏まえ、運転免許証の

返納の有無にかかわらず、現在７５歳以上の高齢者に対して発行

している特別乗車証について、発行基準を７０歳以上に引き下げ

るべきであると考えるがどうか 

 



24 

２ 学校給食の無償化

について 

１ 学校給食費について、全国的に

は無償化を実施する市町村が増加

傾向にあり、無償化を実施してい

る自治体には中核市も含まれ、条

件付き無償化としては政令指定都

市でも実施されている現状であ

る。学校給食費の無償化には子育

て支援としての視点もある一方

で、教育環境の充実という観点で

も非常に有効であると考える。ま

た、近年では新型コロナウイルス

感染症の影響のみならず、ロシア

のウクライナ侵攻によっても燃

料、日用品等の価格が高騰する等、

家計への影響は甚大であり、給食

費の無償化は速やかに実施すべき

取組であると考えるため、本市の

考えを問う 

 学校給食費の無償化について、実施している市町村をどのよう

に把握しているか。また、無償化の実施目的をどのように分析し

ているか 

 学校給食費の無償化は、「子育てするなら東海市」を掲げてい

る本市において、子育て支援及び教育環境の充実からも有効な施

策であり、早急に実施するべきであると考えるがどうか。また、

恒久的な無償化の実施が困難であれば、物価高騰対策として、時

限的施策として実施する考えはあるか 

 

 

３ 国民健康保険税の

軽減策について 

１ 減収による国民健康保険税の減

免については、各自治体間で格差

が生じており、本市では県内他市

町村と比較しても減免対象範囲が

狭い状況にあると考える。また、

子育て世帯における国民健康保険

税の負担は、近年の経済状況もあ

り、とても大きな負担として、家

計の維持をますます困難にしてい

る。そこで、国民健康保険税の減

免措置の拡充について、本市の考

えを問う 

 収入減少による国民健康保険税の減免について、本市において

は世帯主等の前年中の総所得金額等が２００万円以下の場合で減

少割合が２分の 1以下となる世帯を対象としているが、県内他市

町村における減免対象と比較して低いが、減免措置を拡充する考

えはあるか 

 子育て世帯における国民健康保険税の減免について、現状は未

就学児の均等割額の１０分の５を減額しているが、子育て支援施

策として全額免除とする考えはあるか 

 



25 

４ 旧統一協会被害者

の救済について 

１ 現在、政府においても旧統一協

会に対し、質問権を行使する等、

組織の実態及び被害状況の把握に

乗り出していることは承知してい

るが、本市における被害実態と救

済策について、相談があってから

検討するのでは時機を逸すると考

えるため、被害の把握状況及び救

済策について、本市の考えを問う 

 本市における旧統一協会被害者の把握状況はどのようか 

 市民からの生活相談等において旧統一協会との関わりが原因と

なったトラブル等について、相談された事例はあるか。また、相

談があった場合の、市の対応方針はどのようか 

 市民が救済を求める際、窓口が分かりにくく、相談できないと

いう事例も想定されるが、ホームページ等による周知を図る考え

はどのようか 
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質  問  者  10 坂   ゆかり 議 員 （日本共産党議員団） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ 成年後見制度につ

いて 

１ 高齢者や認知症、知的障がい、

精神障がい等により判断能力が十

分でない状況におかれた方が、権

利侵害や消費者被害に遭ったり、

人間としての尊厳が損なわれたり

することがないように、保護・支

援する仕組みとして成年後見制度

があるが、利用は大きく広がって

いない現状にある。市の取組につ

いて問う 

 超高齢社会を迎え、成年後見制度を必要とする人が増えること

が見込まれるため、広く市民に制度について周知する必要がある。

市としてどのような方策を考えているか 

 成年後見人のうち専門職による後見人は人数が限られているた

め、市民後見人の養成が急務だと考えるが、市としてどのような

方途をとるつもりか 

 現在、知多４市５町共同で相談窓口が設置されている。今後、

本市にも窓口を開設することが必要ではないか 

 

２ 住宅支援について １ 賃貸住宅に住んでいる高齢者の

みの世帯では、どちらかが亡くな

った場合の契約更新時や単身高齢

者が施設への入所時等の保証人を

見つけることが難しい現状であ

る。誰もが安心して住み続けられ

るための方策について問う 

 民間賃貸住宅の契約更新時や施設入所時等に保証人を見つける

ことが困難な単身高齢者等への支援が必要と考えるがどうか 

 

３ 会計年度任用職員

の処遇改善について 

１ 住民を支える役割を担う自治体

業務は、専門性と経験が求められ

る。期限の定めのある会計年度任

用職員制度では、市民サービスに

影響を及ぼすと考える。また、同

一労働同一賃金の考え方からも処

遇の改善が必要である。会計年度

任用職員の現状について問う 

 本市の職員の中で、直近の会計年度任用職員の割合はどのよう

か 

 会計年度任用職員の中で、どのような職種が多いか。また、人

数はどのようか 

 会計年度任用職員は、勤勉手当や退職手当が支給されないこと

から、それに相当する処遇の改善をすべきだと考えるがどうか 
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４ 平和行政について １ 平和首長会議の加盟都市とし

て、市民一人一人が日常生活の中

で平和について考え行動する「平

和文化」を市民社会に根付かせ、

平和意識を醸成していくことが必

要である。本市では、市内の中学

２年生全員を対象に沖縄体験学習

で平和学習を行っている。また、

市民の戦争体験の記録の朗読会等

が行われている。本市の平和行政

について問う 

 若い世代に向けた取組として小中学校で戦争体験を聞く会等を

してはどうか 

 被爆者への援護施策として健康管理手当等を支給してはどうか 

 

５ 降下ばいじん対策

について 

１ 降下ばいじん被害により市民の

日常生活が快適なものとほど遠い

状況がある。第６次東海市総合計

画の後期計画において、降下ばい

じん量のめざそう値である３．３

ｔ/㎢・月の目標の達成についての

方策について問う 

 第６次東海市総合計画の後期計画は２０２３年度が最終年度に

なるが、降下ばいじん量のめざそう値である３．３ｔ/㎢・月の達

成度はどのようか 

 これまでに、めざそう値を達成できなかった理由をどのように

分析しているか。また、２０２３年度までにどのように取組むの

か 
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質  問  者  11 村 瀬 進 治 議 員 （青空・維新の会） 

質 問 事 項        質  問  要  旨 質    問    項    目 備  考 

１ 地球温暖化対策の

推進について 

１ 地球温暖化により北極圏の氷が

溶けているとのことだが、国は２

０３０年までに温室効果ガスの排

出量を２０１３年比で５０％近く

削減することを目指している。本

市及び臨海部企業における取組に

ついて問う 

 本市の目標及び現況はいかに。また、臨海部企業から年間２，

０００万トン程の二酸化炭素が発生し、地球温暖化の一因となっ

ていることから、企業と一丸となって最優先に二酸化炭素の削減

に取り組むべきと考えるがどうか 

 

２ 環境被害を受けて

いる市民への救済に

ついて 

１ 本市の市民は長年に渡り日本製

鉄㈱による環境被害を受けている

と考え、救済措置等を講じるべき

であることから、本市の見解を問

う 

 本市の市民は長年に渡り日本製鉄㈱による降下ばいじん被害を

受けていると考えており、市民に対し、南西部地区は一戸当たり

年間３０万円、加木屋地区は年間２０万円、他地区は年間１０万

円の補償金を、国、県、市及び日本製鉄㈱で負担し支払うべきと

考えるがどうか。不可能であれば、他の地域への工場の移転や業

種変更をするよう日本製鉄㈱に促すべきと考えるがどうか 

 

３ 過労自殺認定につ

いて 

１ 残業時間の急増や上司からの𠮟

責等により、自殺に追い込まれ、

労働基準監督署が労災認定する事

案が全国的にも起こっていること

について、本市の取組を問う 

 全国的な過労自殺事案が増加してきている中で、市として実施

している対策はあるか 
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４ 中ノ池地区への投

票所の設置について 

１ 市内最大である約５，７００人

の有権者を有する横須賀中学校投

票所の有権者のうち、約４０％が

中ノ池地区の住民であること、ま

た、本市は南北が合併したまちで

ありながら、今日まで一度も中ノ

池地区に投票所を設けなかったこ

とは極めて問題であると考え、今

後の見解を問う 

 南北のまちが合併した本市において、現在も中ノ池地区に投票

所が設置されていないことは極めて問題であると考えるが、今日

まで設けない理由はいかに 

 横須賀中学校投票所は駐車場入口が狭く、周辺道路の通行は非

常に危険であり、また、高齢者も多いため、中ノ池集会所に投票

所を設置すべきと考えるがどうか 

 中ノ池集会所は当該投票区全域から徒歩５、６分の場所に位置

し、中ノ池集会所に投票所を設置することに反対する住民は皆無

と考えるが、中ノ池地区における今日までの設置に関するアンケ

ートや自治会への聞き取りの状況はいかに 

 中ノ池地区には、ごみ指定袋の配布場所である管理棟や地区の

総会、盆踊りの練習が可能な集会所があるにもかかわらず、選挙

管理委員会は狭いことや駐車場がないこと、入口が一つしかない

こと等を理由に、中ノ池地区には投票所を設置しないとのことだ

が、現在もその考えに変わりはないか 

 

５ 公家児童館へのエ

アコンの設置につい

て 

１ 公家児童館付近は、夏の西風時

には気温が４０度近くに上り、ま

た、臨海部企業からの降下ばいじ

んが飛散する地域であることか

ら、子どもたちの安心安全の観点

から、エアコンを早期に設置すべ

きと考え、市の見解を問う 

 公家児童館ホールへのエアコンの設置について、令和元年に東

海市子ども会連絡協議会及び地元の保護者から切実な要望があっ

たことから、令和５年の夏までにエアコンを設置すべきと考える

がどうか 

 

６ ごみ指定袋の自由

交換の実現について 

 

１ 本市では、ごみ指定袋の一斉配

布が行われており、可燃用袋、不

燃用袋、資源用袋等を各家庭に一

定枚数無料配布している。しかし、

その枚数は各家庭の使用実態に即

しておらず、他の種類のごみ袋へ

の自由交換を行うべきとの声を聞

くことから、自由交換の実現に向

けた今後の見解を問う 

 多くの市民がごみ指定袋の自由交換の実現を望んでいると考え

ることから、自由交換を実現すべきと考えるがどうか 
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７ 降下ばいじんにつ

いて 

１ 降下ばいじんに関する臨海部企

業への指導や今後の対策の考え等

について問う 

 令和４年１０月に環境省に出向き、降下ばいじん問題に関して

要望活動を行ったところ、環境省は「県、市、企業が協力して課

題解決にあたるべき」との見解を示したが、市として取り組む考

えはあるか 

 環境省は「東海市の降下ばいじんは、局所限定型公害であり、

市の責任で解消すべき」との見解を示しており、早急に対策を講

じるべきと考えるが、現状をどのように捉えているか。また、日

本製鉄㈱への指導強化を図るべきと考えるがどうか 

 降下ばいじんに関して、少なくとも２０年以上、市長と市民と

の対話や意見交換を一度も行わなかったことをどのように振り返

るか 

 令和３年１２月に養父町公民館でひと月当たり１０．０１ｔ／

km2の降下ばいじん量が測定されたが、市長、副市長及び担当部長

は現場を確認したか。また、今後２年間で降下ばいじん量の最大

値を現在の三分の一に下げる努力をすべきと考えるがどうか 

 

８ 東海ハーフマラソ

ンについて 

１ 今までに本市で開催された合計

３５回のマラソン大会では、参加

者名が掲載された冊子が配布さ

れ、参加者の中から知人を探すこ

と等を楽しみにしている参加者も

多かったと思われる。また、おも

てなし券として５００円の金券が

配布されるが、参加料が５，００

０円と高額であることから、せめ

て１，０００円等にすべきと考え

る。配布された冊子及び金券の額

について、本市の見解を問う 

 今回の大会で配布された冊子において、参加者名を掲載しなか

った理由はいかに 

 金券の額を５００円とした理由はいかに。また、冊子に参加者

名を掲載しなかった分、金券の額を１，０００円にすべきと考え

るがどうか 

 

 

 

 


